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◆
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
は
？

安
芸
高
田
市
の
特
徴
と
し
て
、
高
齢
化
率
が
高
く
、
家
々
が

点
在
し
て
い
る
と
い
う
地
域
性
を
十
分
考
え
て
、
利
用
者
の
要

望
に
合
わ
せ
た
市
な
ら
で
は
の
公
共
交
通
体
系
、
そ
れ
が
、

｢

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム｣

で
す
。

朝
と
夕
は
、
多
く
の
人
が
一
度
に
通
勤
や
通
学
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
幹
線
道
路
を
 

お
太
助
バ
ス
 

が
走
り
ま
す
。

昼
間
は
、
高
齢
者
の
利
用
が
多
く
な
る
の
に
合
わ
せ
て
、

 

お
太
助
ワ
ゴ
ン
 

が
走
り
ま
す
。
こ
の
 

お
太
助
ワ
ゴ
ン
 

は
予
約
こ
そ
必
要
で
す
が
、
自
分
の
家
近
く
ま
で
迎
え
に
来
て
、

目
的
地
ま
で
運
行
し
ま
す
。

バ
ス
停
か
ら
遠
く
て
、
歩
く
の
が
大
変
だ
っ
た
方
。
買
い
物

を
し
て
、
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
持
っ
て
車
に
乗
る
の
が
大
変
だ
っ

た
方
。
雨
の
日
に
傘
を
さ
し
て
停
留
所
ま
で
歩
く
の
が
わ
ず
わ

ら
し
か
っ
た
方
に
は
、
便
利
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
乗
り
物
だ

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
限
定
で
、
地
域
自
ら
が
運
行
を
し
て
い
た
だ
く

川
根
地
域
の
 

も
や
い
便
 。
智
教
寺
・
大
所
地
域
の
 

友
愛

と
ろ
っ
こ
便
 

が
、
全
体
の
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
欠
か
せ
な
い

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
全
て
の
車
輌
に
よ
っ
て
、
新
し
い
安
芸
高
田
市
の
公

共
交
通
の
歴
史
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

ももややいい便便

友友愛愛ととろろっっここ便便

おお太太助助ワワゴゴンン((吉吉田田八八千千代代便便))

おお太太助助ワワゴゴンン((美美土土里里便便))

おお太太助助ワワゴゴンン((高高宮宮甲甲田田便便))

おお太太助助ワワゴゴンン((甲甲田田向向原原便便))

｢今日を迎えて感慨深い｣ とあいさつをされる
野原交通協議会会長

朝と夕に路線バスとして運行される
｢お太助バス ごーごー｣

マスコットキャラクター“あきたか太助”と
さくら・あじさいをイメージした ｢お太助バス さんさん｣

出発式を祝ってくす球開披
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◆
ド
ア
か
ら
ド
ア
へ
！
お
太
助
ワ
ゴ
ン

が
市
内
全
域
を
走
り
ま
す
！

小
雨
が
降
る
空
模
様
。
こ
ん
な
日
こ
そ
お
太
助

ワ
ゴ
ン
が
大
活
躍
し
ま
す
。
目
的
地
の
す
ぐ
そ
ば

ま
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
前
の
会
場
に

は
、
昨
年
か
ら
市
が
導
入
し
た
車
両
が
勢
揃
い
し

ま
し
た
。
そ
の
光
景
は
ま
さ
に
壮
観
そ
の
も
の
。

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
の
様
子
を
、
車
両
た

ち
も
感
慨
深
げ
に
見
守
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

式
典
に
は
、
野
原
建
一
公
共
交
通
協
議
会
会
長
、

河
井
克
行
衆
議
院
議
員
、
橋
本
博
明
衆
議
院
議
員

を
始
め
、
多
く
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
主
催

者
の
浜
田
一
義
市
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
、
感

謝
状
授
与
、
く
す
玉
開
披
と
式
典
は
華
や
か
に
進

行
し
ま
し
た
。

県
内
で
も
先
進
的
な
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
が
快
適
に
な
る
事
を
目

指
し
て
、
日
々
、
運
行
し
て
い
き
ま
す
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

新新
公公
共共
交交
通通
シシ
スス
テテ
ムム
出出
発発
式式



5

                            

      

    

      

    

   

   

   

市が借りたお金 (借金) の返済経費｡

企画､ 財政､ 電算処理､ 税の賦課､ 戸籍､ 選挙など一般的な行政事
務の経費｡

   

      

   

   

保健事業に関係する経費､ 環境対策に関する経費｡

農業､ 林業､ 水産業の振興のための経費｡

道路や河川､ 公営住宅の建設､ 整備､ 維持のための経費｡

幼稚園､ 小中学校など教育に関係する経費と生涯学習や公民館､ 運
動公園､ 博物館などの経費｡

   

消防や火災予防に関係する経費｡

※万円未満の数値を切り捨てているため､ 合計と少し違いがあります｡
※ ( ) 内は前年と比較しての増減額です｡

   

     

観光や商工業の振興に関係する経費｡

風雨､ 地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費｡

社会福祉､ 身体障害者､ 高齢者､ 児童福祉など福祉の全般的な経費｡

議会費､ 労働費､ 諸支出金｡

        

          

            

          

          

          

            

          

          

          

            

          

            

          

            

         

        

         

          

       

          

         

          

   

   

   

市が借りたお金 (借金) の返済経費｡

旅費､ 消耗品､ 食糧費､ 通信運搬費､ 手数料､ 備品購入費､
使用料､ 委託料などの経費｡

   

    

       

資金の運用のため､ 特別会計に支出した経費｡

報奨金､ 謝礼金､ 負担金､ 補助金など｡

道路､ 橋､ 河川､ 消防施設､ 学校､ 公民館､ 公営住宅などの
新設､ 増設､ 改良事業や不動産取得等の投資的な事業費｡

職員や議員､ 各種委員に支払われる給料や社会保険料､ 報酬など｡

   

市が法令や条例によって､ お金や物品を被扶助者に提供する経費｡

※万円未満の数値を切り捨てているため､ 合計と少し違いがあります｡
※ ( ) 内は前年と比較しての増減額です｡

     

市が管理する公共施設 (道路など) を維持するための経費｡

   

       

基金などに積み立てる経費｡

風雨､ 地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費｡

財団法人などに対する出捐金や公共企業の資本を整備するための出
資的な繰出金など｡
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歳入は215億2,206万円で前年度より21億3,033
万円 (対前年比11.0％) 増加しました｡ 主な要
因は､ 市税が景気の低迷により1億8,764万円減
少したものの､ 地方交付税が景気経済対策関連
の加算により2億472万円増加したこと｡ また､
国の経済対策による地域活性化交付金､ 定額給
付金補助事業等により国庫支出金が13億8,329万
円増加､ 経済対策事業のための基金等からの繰
入が1億2,839万円増加したことによるものです｡

    

歳出は210億7,437万円で前年度より21億2,968
万円 (対前年比11.2％) 増加しました｡ 主な要
因は､ 普通建設事業費が経済危機対策事業､ し
尿処理施設整備事業等の実施により7億687万円､
定額給付金支給事業､ 生活路線確保対策事業等
により補助費が7億6,976万円､ 緊急雇用対策事
業､ 経済危機対策事業等により物件費が1億9,15
7万円､ 後期高齢者医療事業等への繰出金が1億5,
437万円増加したことによるものです｡

平
成
21
年
度
の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

普
通
会
計
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
普
通
会
計
に
は
、

一
般
会
計
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
特
別
会
計
、

飲
料
水
供
給
事
業
特
別
会
計
が
含
ま
れ
ま
す
。

平
成
21
年
度

決
算
報
告

     

  

     

    

  

   

   

        

   

     

市民税､ 固定資産税､ 軽自動車税､ たばこ税など市が課税徴収する税金｡

市が行う仕事に対して必要性に応じて国から支給されるお金｡

市が行う仕事に対して必要性に応じて県から支給されるお金｡

公共施設などを整備するために必要なお金を国などから調達する借金｡

資金運用の方法として特別会計､ 企業会計､ 基金から受け入れるときの収入｡

市が管理している施設を利用する際に市に納付されたお金｡

消費税の５分の１が県と市町村に交付される｡ 交付額は､ 人口と従
業者数を基準に配分｡

前年度の決算で生じた余剰金を､ 次年度の歳入に編入する時の収入｡

国税として集められた後､ 市に譲与される税｡ 地方道路譲与税や自
動車重量譲与税など｡

   

諸収入､ 分担金及び負担金､ 自動車取得税など｡

どのまちでも一定の行政サービスを行えるように市町村間の財政力
の差をなくすために国から交付されるお金｡ 所得税､ 酒税､ 法人税､
消費税､ たばこ税の５税が原資｡

※万円未満の数値を切り捨てているため､ 合計と少し違いがあります｡
※ ( ) 内は前年と比較しての増減額です｡



平
成
21
年
度
決
算

特
別
会
計
の

決
算
の
状
況

※
万
円
未
満
の
数
値
は
切
り
捨
て
て
い
ま
す
。
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後期高齢者医療特別会計
歳入 3億8,766万円
歳出 3億7,888万円
原則として75歳以上の方が加
入する後期高齢者医療 (長寿
医療) 保険を運営する会計で
す｡ 年度末現在の加入者数は､
6,712人でした｡

水
道
事
業

(

企
業
会
計)

水
道
事
業
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
と
共
に
、
経
営

基
盤
整
備
強
化
の
た
め
効
率
的
経
営
に

努
め
ま
し
た
。

企
業
会
計
と
は
？

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
ま
た
は
一

部
の
適
用
を
受
け
る
公
営
企
業
の
会
計

を
い
い
ま
す
。
損
益
計
算
書
と
貸
借
対

照
表
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
安
芸

高
田
市
で
は
吉
田
町
・
甲
田
町
の
一
部

で
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
水
道
事

業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

老人保健特別会計
歳入 1,730万円
歳出 1,422万円

75歳以上の方の医療費の一部
を負担する会計です｡ 平成20
年４月より､ 後期高齢者医療
制度施行に伴い､ 精算事務を
行いました｡

国民健康保険特別会計
歳入 35億9,144万円
歳出 35億1,647万円
国民健康保険を運営する会計
です｡ 平成21年度末で加入世
帯が4,887世帯､ 加入被保険
者は､ 7,926人でした｡

特定環境保全公共下水道事業特別会計
歳入 5億4,041万円
歳出 5億2,262万円

八千代・甲田・向原処理区を対象に事業を
実施しています｡ 甲田は概ね整備が完了し､
今後は加入促進を図り適正管理に務めてい
きます｡ 八千代は管路整備を継続し､ 向原
は施設の維持管理に務めてきました｡

公共下水道事業特別会計
歳入 3億5,400万円
歳出 3億4,262万円
吉田市街地の都市計画区域の
うち用途地域内を中心に事業
を継続しました｡ 事業の整備
率は､ 計画の7割が完了しま
した｡

介護サービス特別会計
歳入 4,507万円
歳出 4,441万円

介護保険認定者のうち､ 要支
援1・2の高齢者の介護予防サー
ビスを運営する会計です｡ 592
人分の介護予防サービス計画
を策定しました｡

介護保険特別会計
歳入 38億 470万円
歳出 37億6,059万円
老後の安心をみんなで支える
介護保険制度を運営する会計
です｡ 介護が必要だと認めら
れた要介護認定者は年度末現
在で､ 2,500人でした｡

簡易水道事業特別会計
歳入 5億1,694万円
歳出 5億1,457万円
６町13認可区域の飲料水の安
定供給及び施設の管理､ 八千
代給水区､ 向原給水区で施設
の整備を行いました｡

コミュニティ･プラント整備事業特別会計
歳入 949万円
歳出 949万円

甲田処理区内の吉田口地区を
対象に大型浄化槽による処理
場の適正管理を行いました｡

浄化槽整備事業特別会計
歳入 2億3,458万円
歳出 2億3,456万円

各家庭で早期な整備が見込める市
設置型の事業です｡ 市が工事発注
し､ その後も管理していく事業で
平成21年度は81基を新設しました｡
管理総数は2,075基です｡

農業集落排水事業特別会計
歳入 4億675万円
歳出 4億674万円

市内12地区に整備している農
業集落排水施設の管理事業で
す｡ 加入促進を図りながら施
設の適正管理に務めてきまし
た｡

損益計算書
収 益 2億5,123万円
費 用 2億1,306万円
特 別 損 失 21万円
当年度純利益 3,796万円

貸借対照表
固定資産合計 32億8,589万円
流動資産合計 4億8,097万円
資産合計 37億6,686万円

負 債 合 計 2億5023万円
資 本 合 計 35億1,663万円
負債資本合計 37億6,686万円

飲料水供給事業特別会計
歳入 1,204万円
歳出 1,201万円

高宮町下福田・すだれ地域の
飲料水の安定供給､ 施設の管
理を行いました｡

平
成
21
年
度
の

主
な
事
業

(

抜
粋)

6

平
成
21
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
総
数
は
４
５
４
事
業

で
し
た
。
年
々
財
政
が
苦
し
く
な
る
中
、
市
民
の
暮
ら
し

を
守
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
の
あ
る
安
芸
高
田
市
で

あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
規
事
業
総
数
28
事
業
・
重
点
事
業
総
数
37
事
業
。
こ

の
中
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

● ● ● ● ● ●

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業 家
庭
用
ゴ
ミ
処
理
機
購

入
補
助
事
業

保
健
推
進
員
設
置
事
業

学
校
施
設
耐
震
化
事
業

(

補
強
工
事)

基
幹
集
会
所
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
事
業

結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業

給
食
セ
ン
タ
ー
関
連
の
詳
細
設
計
と
造
成
工
事

の
一
部
を
実
施
し
ま
し
た
。

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
減
量
化
の
推
進
の
た

め
に
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
補
助
金
を
交
付

し
た
。

５
支
所
に
保
健
推
進
員
を
配
置
し
、
市
民
の
健

康
相
談
等
の
対
応
を
行
っ
た
。

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事

(

３
校)

を

し
ま
し
た
。

対
象
：
吉
田
小
校
舎
、
吉
田
中
校
舎
、
向
原
中

校
舎

地
域
の
拠
点
施
設
で
あ
る
36
箇
所
の
基
幹
集
会

所
等
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ

(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

を

設
置
し
ま
し
た
。

結
婚
相
談
員
と
結
婚
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
結
婚
希
望
者
に
出
会
い
の
創
出
を
図
っ

た
。

重
点

新
規

重
点

重
点

拡
充

重
点

重
点

重
点

■ ■ ■ ■ ■ ■

地
域
農
道
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
事
業

(

介
護
保
険
特
別
会
計)

学
習
補
助
員
配
置
事
業

男
女
共
同
参
画
推
進
事

業 地
域
公
共
交
通
活
性
化

・
再
生
総
合
事
業

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送

共
聴
施
設
整
備
事
業

他
の
事
業
で
は
、
舗
装
の
実
施
が
出
来
な
い
農

道
を
対
象
に
、
地
域
が
実
施
す
る
舗
装
事
業
に

助
成
し
ま
し
た
。

市
民
に
広
く
介
護
技
術
・
知
識
の
普
及
を
図
り
、

地
域
全
体
の
介
護
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

家
族
介
護
教
室
開
催
・
市
民
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
・
ヘ
ル
パ
ー
受
講
支
援
・
吉
田
高
校
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
支
援
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
小
学
校
へ
の
学
習
補
助
員
配
置
に
よ
り
、
き

め
細
や
か
な
指
導
体
制
を
整
備
し
学
力
定
着
を

図
っ
た
。

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
行
事
、
講
演
会
、

啓
発
リ
レ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
部
地
域
で
お
太
助
ワ
ゴ
ン
と
市
運
営
有
償
運

送
の
運
行
準
備
と
運
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
共
聴
施
設
助
成
を
実
施

し
ま
し
た
。(

23
施
設)

重
点
事
業

(

一
部)

新
規
事
業(

一
部)
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事務事業名
【担当部署名】

本年度の目標 上半期進捗状況

市民総ヘルパー事業
【高齢者福祉課】

生活・介護サポーター養成講座の受講
生150名を目指します｡

第３期､ 第４期の生活・介護サポーター
養成講座で新たに89名の養成を修了｡
(これまでの修了者は合計で243名)

地産地消推進事業
【地域営農課】

本年度に地産地消行動計画を策定し､
平成23年４月から稼動する統合給食セ
ンターへの地場農産物の供給体制や生
産体制の強化を図ります｡

地産地消協議会を設置し､ 地場農産物
の安定的生産体制や統合給食センター
への供給体制等について協議中｡ 年度
末までに地産地消行動計画を取りまと
めます｡

林道整備事業
【農林水産課】

合併支援道路としての林道入江～戸島
線の新設改良工事の早期着手に向けて
地元の合意形成と環境影響調査を実施
します｡

地元地権者の同意はほぼ得られる状況
です｡ 林野庁とのヒヤリングも終了し
ております｡ 平成23年度は実施設計書
の作成を予定しています｡

県道整備促進事業
【建設課】

一般県道原田・吉田線の未整備区間
(印内～山部間) 2.7キロを３区間に分
け､ その内､ 本年度は１工区900メー
トルの平面測量を実施し､ 法線決定等
を行います｡

７月にルート変更について地元説明会
を開催｡ ９月に測量業務を発注しまし
た｡ 今後､ 地元説明会を開催し､ 現場
測量を実施し､ その後､ 法線決定を予
定しています｡

国道整備事業
【建設課】

国道54号線可部バイパスの早期完成に
向け､ 国等への要望活動を強化します｡

全体計画9.7キロの内､ ６キロが供用
開始しています｡ 残り区間3.7キロの
内､ 現在施工区間 (大林３丁目バス回
転場まで) 2.2キロについては､ 平成
20年代前半までの完成を目指していま
したが､ 国の予算及び用地取得面で遅
れています｡ 引き続き早期完成に向け
要望していきます｡

下水道整備計画見直し事業
【下水道課】

下水道全体計画を下水道管整備から市
設置型合併処理浄化槽整備へと見直し､
平成26年度末の整備率 (水洗化率) 70
％を目指します｡

下水道計画の見直し業務を８月に終了
し､ その内容について､ 現在､ 県と継
続協議中です｡

学校耐震化推進事業
【教育総務課】

小中学校の耐震化率を60％にします｡
小中学校の耐震第２次診断の実施率を
80％にします｡

平成21年度からの繰越事業である耐震
補強工事は､ 吉田小学校・吉田中学校
が工事実施中で､ 向原中学校は10月に
完了します｡
平成22年度事業の耐震診断の進捗率は
78.1％です｡

学校規模適正化事業
【教育総務課】

本年10月末までに学校規模適正化推進
計画 (案) を､ 平成23年３月中旬には
推進計画を策定します｡

９月に学校規模適正化推進本部で計画
素案作成公表し､ 計画素案に対するパ
ブリックコメントを11月18日まで実施
する予定です｡

甲立古墳保存活用事業
【生涯学習課】

第１次確認調査 (試掘) 及び遊歩道整
備､ 案内看板設置を10月末までに完了
します｡

調査作業道の整備は６月に完了｡ ７月
に調査指導委員会を設置し､ ８月から
調査業務に着手しています｡ また､ 調
査現地説明会を11月に開催します｡

主要な事務事業の主要な事務事業の
　　　　上半期進捗状況　　　　上半期進捗状況
主要な事務事業の主要な事務事業の
　　　　上半期進捗状況　　　　上半期進捗状況
主要な事務事業の
　　　　上半期進捗状況
主要な事務事業の
　　　　上半期進捗状況
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事務事業名
【担当部署名】

本年度の目標 上半期進捗状況

自主防災組織設立促進事業
【危機管理室】

市内各地域に自主防災組織の設立を推
進し､ 本年度末には組織率60％を目指
します｡

本年９月末現在で市内に49の自主防災
組織が設立され､ 組織率は47.3％になっ
ています｡

新公共交通システム整備事業
【政策企画課】

朝・夕を路線バス､ 昼間帯をお太助ワ
ゴンとする新公共交通システムを本年
10月から市内全域で本格運行します｡

９月30日に市役所前駐車場で出発式を
行い､ 10月１日から全市域で運行がス
タートしました｡ 市民に周知徹底を図
るため､ 引き続き､ 説明会等も行って
まいります｡

葬斎場施設整備事業
【政策企画課】

平成24年４月の施設稼動を目指し､ 本
年度は旧環境センターの解体や敷地造
成工事に着手します｡

環境影響調査を実施中です｡ また､ 旧
環境センター解体工事の11月発注に向
けて準備を進めています｡

統合給食センター建設事業
【政策企画課】

市内全小中学校､ 保育所､ 幼稚園の給
食約3,100を供給できる統合給食セン
ターを平成23年４月の供用開始を目指
し整備します｡

６月に統合給食センター本体工事に着
手し､ 10月末での進捗率は34％です｡
小中学校等の給食配送先プラットホー
ム等修繕工事は10月末に完了予定｡

地上波デジタル放送対応事業
【情報化推進室】

平成23年７月に完全移行する地上デジ
タル放送の難視地域を解消するため､
既設共聴組合施設の改修や新難視地域
テレビ共聴施設を整備します｡

難視地域で説明会を随時開催し､ 既設
共聴組合の施設改修や新難視地域テレ
ビ共聴施設の整備に向け､ 国庫補助申
請等の手続きを行っています｡

結婚サポート事業
【市民生活課】

本年度末までに３組の結婚成立を目指
します｡

２組のカップルが結婚を予定していま
す｡ 他にも７組のカップルが成立して
います｡

多文化共生推進事業
【人権多文化共生推進室】

市内在住の外国人の実態調査､ アンケー
ト調査を実施し､ 多文化共生の仕組み
づくりを検討します｡

７月の人権フェスティバルで多文化共
生啓発講演会を開催し､ 市民に多文化
共生について理解を深めていただきま
した｡ また､ 実態調査については外国
人が就労等されている19社の聞取り調
査を８月に完了｡ 現在､ アンケート調
査にむけて準備中です｡

幼保一元化検討事業
【子育て支援課】

公立保育所適正配置計画の実施計画案
並びに､ 向原町の ｢こばと園｣ 建設に
伴う運営方針を策定します｡

市立保育所規模適正化推進本部を５月
に設置し､ 保育所規模適正化推進計画
を現在策定中です｡

本市では､ その年度の主要事務事業について､ 毎月庁内会議で進捗状況
を報告しあい､ 職員間での情報の共有と合意形成の確立を図っています｡
本年度は34の主要な事務事業について進捗管理を実施していますが､ ９
月末をもちまして上半期が終了したことから､ 中でも特に主要な事務事業
について進捗状況を報告します｡
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10月・11月は､ ｢麻薬・覚せい剤乱用防止月間｣
です｡
麻薬や覚せい剤の乱用は､ 乱用者自身の心身を
むしばむばかりでなく､ 各種の犯罪・事件・事故
を引き起こし､ 社会にも大きな不安を与えていま
す｡
特に覚せい剤の乱用は､ 最近､ 一般市民まで拡
大し､ 低年齢化傾向を示し､ 大きな社会問題になっ
ています｡
また､ 青少年の間で大麻や錠剤型麻薬であるM

DMAの乱用が拡大しており深刻な状況にありま
す｡
麻薬・覚せい剤の乱用を防止するには､ その乱
用による恐ろしさを正しく認識して､ 市民一人ひ
とりが不正な薬物に ｢近づかない｣､ ｢近づけない｣
ことが何より大切です｡
みんなで､ 麻薬・覚せい剤の乱用を根絶しましょ
う！

麻薬・覚せい剤等の薬物乱用の動機は ｢好奇心か
ら｣､ ｢友達に勧められて｣､ ｢面白半分で｣ といった
単純なものや､ ｢一度だけなら大丈夫｣ など安易に
考え､ 乱用してしまうものが後を絶ちません｡ また､
覚せい剤は､ ｢疲労回復薬｣､ ｢やせ薬｣ などと偽っ
て勧められることもあります｡
乱用される不正薬物は､ その薬理作用により､ いっ
たん乱用すると､ 続けて使用したいという欲求が生
じ､ ついには止められなくなってしまいます｡
このため､ 薬物を手に入れようとして家財を売っ
たり､ 借金を重ねたり､ 強盗・恐喝・窃盗などの犯
罪を起こしたり､ 幻覚や妄想等により傷害・殺人事
件を引き起こすこともあります｡
このように､ 人の一生を破滅に追い込み､ 地域社
会を不安に陥れる麻薬・覚せい剤等の薬物乱用の恐
ろしさを市民一人ひとりが正しく認識して､ 薬物乱
用のない安心安全な社会をみんなで築きましょう｡
なお､ 覚せい剤等に関することでお困りの方は､
次のところへご相談ください｡

■覚せい剤等薬物専用相談電話・最寄りの県立保健所

去る６月６日に ｢歯の健康フェア｣ が開催され､
｢いい歯の表彰式｣ が行われました｡ 80歳になっ
て20本以上自分の歯を有している方を対象に38人
の方が ｢８０２０表彰｣ を､ また､ ３歳児健康診
査でむし歯のなかった子どもとその保護者11組が
｢はつらつ家族表彰｣ を受けられました｡
８０２０表彰を受けられた方は､ 日頃どんな生
活をされているのでしょうか？表彰の前に歯科医
院で歯科検診を受けられた際の推薦書から､ ｢丈
夫な歯の秘訣｣ がみえてきました｡
《丈夫な歯の秘訣》
★好き嫌いなく､ 硬いものも､ なんでもよく噛ん
で食べる
★食後の歯みがきをていねいにする｡ 特に夜はき
ちんと磨く
★はぐきのマッサージやうがいをこまめにする
食生活や歯みがきなど生活習慣の積み重ねが､
８０２０表彰へつながっているようです｡ また､
生活習慣病を予防するように､ むし歯や歯周病な
どの早期発見等､ 痛くなってからではなく定期的
に歯科検診を受けて歯の健康管理をすることが大
切です｡
生涯にわたって自分の歯で何でもよく噛んで食
べることができればとても幸せなことです｡
｢健康あきたかた21｣ の歯の健康づくりでも､

｢むし歯､ 歯周病を予防し､ いつまでも自分の歯
でおいしく食べよう！｣ をスローガンに歯みがき
習慣や定期的な歯科検診を提唱しています｡ 毎日
の生活の中で､ バランスのよい食事をし､ 食べた
らすぐ磨く､ また､ 定期的に検診を受けるという
リズムを作って､ 一生自分の歯でなんでもおいし
くよく噛んで食べて楽しい人生をおくりましょう｡

高齢者になっても歯を健康に保つためには､ 若い
ころから正しいはみがきの習慣づけが大切です｡ 市
内の６中学校の１年生を対象に

 
歯科健康教室

 
を

行いました｡

安芸高田市歯科衛生連絡協議会の事業の一環とし
て､ 歯科保健教室を開催しました｡ 当日は歯科衛生
士さんからむし歯や歯周病についてお話がありまし
た｡ また､ 歯の汚れを見るために赤く染める薬を鏡
で見ながら歯につけてみました｡
｢朝､ 歯みがきをしたはずなの

に汚れが残っている！｣
ほとんどの生徒が､ 歯のところ
どころが赤く染まりました｡
歯みがきをするとき､ 磨き残し
になりやすい部分を自分でしっか
り確認して､ 教わったとおりにき
れいにブラッシングしました｡

麻薬・覚せい剤の乱用を
根絶しましょう！

相 談 機 関 電 話 番 号
広島県警察本部 082-227-4989
中国四国厚生局麻薬取締部 082-228-8974
広島県健康福祉局保健医療部薬務課 082-513-3221
広島県西部保健所広島支所衛生環境課 082-228-2111㈹
県立総合精神保健福祉センター 082-884-1051

11月８日は ｢いい歯の日｣

10月６日の吉田中学校の授業風景
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Ａ
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れ
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ま
す
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保健医療課からのお知らせ

相 談 日 毎週 水曜日 14：00～16：00

場 所 内科外来 (個室)

予約方法 電話番号 0826－42－0636

＊当院に通院されていなくても構い

ません｡

｢メモリー看護専門外来｣

｢認知症にだけにはなりたくない！｣ と思わ
れている方は数多くいらっしゃると思います｡
現在､ 全国の認知症者数は約208万人｡ 安芸

高田市では､ 1,400人が認知症と推測されてい
ます (2009年安芸高田市認知症キャラバンメイ
ト研修会より)｡ このように､ 認知症は他人事
ではなく､ 誰もが罹りうる身近な病気です｡
認知症でよく知られているのは､ アルツハイ
マー型認知症と脳血管性認知症ですが､ これら
の病気は､ 薬物治療や生活の工夫により､ 進行
を遅らせたり､ 予防することができます｡ 認知
症は､ 症状が進むと生活障害が起こり家族の介
護負担が増えていくため､ 生活支援が必要です｡
認知症かも知れないと感じた時には､ 年齢のせ
いと放置せず､ 他の疾患との鑑別や早期の診断
を受け､ 適切な治療や対応を受けることが重要
です｡

｢緩和ケア看護専門外来｣

｢緩和ケア｣ 聞きなれない言葉ですが､ も
しかすると､ ｢緩和ケア｣ に終末期､ 看取り時
のケアというイメージをお持ちではないでしょ
うか？
これまで､ 緩和ケアは ｢看取りの医療｣ と受
け入れられがちでした｡ しかし､ 痛みは生きる
エネルギーを奪います｡ 家族や大切な誰かが病
気になったとしたら､ いろいろな苦痛と闘わな
ければなりません｡ 強い倦怠感は､ もう何もで
きないという無力感を招きます｡ 吐気は一日中
不愉快な気分にします｡ そして気持ちの落ち込
みや何か悩みを持っている時は､ あなたの本当
の力を奪い､ 希望をなくすのではないでしょう
か？大事な事は､ 様々な苦痛を和らげる緩和ケ
アが早期から行われることです｡

内容
・がん治療中の痛みや痛み以外の苦痛 (だるい・
吐き気・不眠など) のこと
・治療の選択のこと
・化学療法に関すること
・リンパ浮腫のこと
・経済的な悩み
・家族のサポートのこと
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２
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。
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が
兼
務)

組
織
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食
セ
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ー
開

設
準
備
室
 

を
新
設

安芸高田市教育委員会は､ 平成22年４月13日に ｢安芸高田市学校規模
適正化委員会｣ から安芸高田市の小中学校の適正な学校規模及び配置の
あり方について答申を受けました｡
これを受けて､ 市では ｢安芸高田市学校規模適正化推進本部｣ を設置
し､ 答申の内容を尊重しつつ小中学校の適正な学校規模や配置のあり方
について ｢安芸高田市学校適正化推進計画 (素案)｣ を作成しました｡
この素案に対する市民の皆さんからのご意見を募集します｡ 今後の計
画策定の参考にさせていただきますので御協力をお願いします｡

○募集範囲
安芸高田市内に在住の方

○募集期間
11月18日 (木) まで
郵送の場合は､ 11月19日 (金) 必着とします｡

○計画 (素案) の入手方法
計画 (素案) に関する資料は､ 教育総務課と図書館､ 小・中学校で閲
覧できます｡ また､ 市ホームページからダウンロードできます｡

○募集方法
郵送､ 持参､ ファックス､ 電子メールにてお寄せください｡
記載する様式は任意ですが､ 必ず ｢住所・氏名・連絡先 (電話番号ま
たはメールアドレス)｣ を明記ください｡
※電話でのご意見は､ お受けできませんのでご了承ください｡

○公表方法
いただいたご意見は､ 12月中旬に､ 教育総務課や市役所

本庁１階の情報開示コーナーでの閲覧と､ 市ホームページ
で公表する予定です｡ なお､ ご意見に対しての個別の回答
はいたしかねますので､ ご了承ください｡

○提出先・お問い合わせ先
〒７３１－０５９２ 安芸高田市吉田町吉田７９１

安芸高田市教育委員会 教育総務課
ＴＥＬ ４２－００４９ ＦＡＸ ４２－４３９６
メール kyohikusohmu@city.akitakata.lg.jp

○募集範囲
安芸高田市内に
在住の方

○募集期間
11月18日 (木) まで
郵送の場合は､ 11月19
日 (金) 必着とします｡

学
校

｢

安
芸
高
田
市
学
校
規
模
適
正
化
推
進
計
画

(

素
案)｣

に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
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全国的に農業をされている方の高齢化が進んでいます｡ 安芸高田市でも若い後継者がいな
いという状況が深刻です｡ 一方で､ 若い人の中には､ 農業を職業としてやってみたいという
方も増えています｡
しかし､ 農業を新しくはじめるには大変多くの課題があります｡ まず､ 何をどうやって作
ればいいの？どこに売ればいいの？農地を取得するには？資金はどれくらい必要なの？その
資金は借りれるの？収入はどれくらいになるの？住む家はどうしたらいいの？
このような､ 情報が不足していることも若い人が農業を新しくはじめることが難しい原因
ではないかと考えられます｡ この度､ 安芸高田市とＪＡ広島北部が協力し､ 基金を設立し､
将来の農業のリーダーとなる ｢担い手｣ を育成し､ 地域営農のリーダー的役割を担う人材の
育成に必要な経費の財源として活用したいと考えています｡
具体的な支援の内容は､
将来安芸高田市に定住し就農していただくために､
・広島県立農業技術大学校の学費や寮費を負担
・卒業後３年間､ 市内の農業関係施設等での現場研修・実務研修を行う
・農業に就業するための基本的な知識と実務的な技術の習得を支援
また､ 就農する時には
・農地の仲介､ 農機具やハウス等の購入資金助成
・農家など空き家情報の提供等総合的な支援
これらにより､ 農業をやりたいという若者が自立できるまで支援する制度としております｡
まずは､ 新しい取組みの第一歩として､ 市の農業を将来にわたって担う頼もしい若者を募
集します｡ 是非ご応募お待ちしています｡

○募集要項
・募集人員 ３名程度
・募集期間 平成23年度広島県立農業技術大学校入学予定者

平成22年10月１日から平成22年12月28日まで
・募集対象 ①安芸高田市内の高校卒業予定者で､ 広島県立農業技術大学校入学希望者

②安芸高田市に住所があり､ 25歳以下で広島県立農業技術大学校入学希望者
・支援内容 ①広島県立農業技術大学校在学中の学費支援 (学費：授業料・学生寮費・学

習経費)
②大学卒業後３年間の現場研修・実務研修支援 (研修：ＪＡ広島北部の特別
契約職員待遇)
③研修後の新規就農支援 (農地の斡旋
・就農資金助成・空き家情報提供等)

・問合わせ 安芸高田市産業振興部地域営農課 ＴＥＬ (０８２６) ４７－４０２１
ＪＡ広島北部総合企画部 ＴＥＬ (０８２６) ４２－１１１１

・申込窓口 ＪＡ広島北部総合企画部

将来を担う農業後継者育成へ基金設立
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第７回ひろしま障害者フラ
イングディスク競技大会
(吉田サッカー公園)

広島県内に住む様々な障がいのあ
る人たちが一堂に介しました｡ フラ
イングディスクはいろいろな所に飛
んで難しいですが､ みなさん上手な
もの｡ 障がいのある人もない人も目
一杯交流を楽しみました｡

貴重な機材をありがとうございます
拡大読書器を寄贈していただきました

９月22日 (水)､ 安芸高田市社会福祉協議会を通して､
映画 ｢ふみ子の海｣ 安芸高田市上映実行委員会から拡大読
書器を寄贈していただきました｡ 拡大読書器は弱視の方や
難視の方でも不便なく本を読めるよう､ 文字を拡大したり､
色を反転させたりすることが出来るというもの｡ 中央図書
館奥の和室前にこの拡大読書器は設置されています｡ 誰も
が､ 読書を楽しめるよう､ 大切に管理させていただきます｡

大切に育て､ 満開の花を咲かせます!!
140本の苗木寄贈
自然の大切さ､ 環境を守る事の大切さを感じてもらいた

い｡ ９月29日 (水)､ 広島トヨペット株式会社から､ 140本
の苗木を寄贈していただきました｡ 苗木の種類はバラ科サ
クラ属のソメイヨシノとバラ科シモツケ属のユキヤナギ｡
どちらも綺麗な花を咲かせることで有名です｡ このいただ
いた苗木を大切に育て､ 自然保全の大切さを市内外に発信
していくつもりです｡ 誠にありがとうございました｡

はるかニュージーランドから､ ようこそ安芸高田市へ
ダーフィールドハイスクール訪問団と交流！
９月20日 (月) ～28日 (火) までの８日間､ ニュージー
ランド・ダーフィールドハイスクールの生徒５名､ 引率
者3名が来訪しました｡ 訪問団のみなさんは､ 剣道や書
道､ 神楽面絵付けを通して､ 日本文化を楽しく体験しま
した｡ なにより貴重だったのは､ ホストファミリーや中
学校生徒との交流｡ 言葉は通じなくても心は通じる｡ 一
週間の滞在が､ 訪問団にとっても市関係者にとっても､
かけがえのない成長に繋がったに違いありません｡

 第35回美土里神楽発表大会

2244日日

 全国大会出場者壮行式

 交通安全テント村
(美土里)

2255日日

 ふなさ保育所運動会

 来原小運動会

 第７回ひろしま障害者フラ
イングディスク競技大会

2277日日

 高宮中学校・ニュージー
ランド交流

 交通安全テント村
(八千代)

2266日日

 交通安全テント村 (高宮)

2299日日

 広島トヨペット桜の苗木
寄贈

2288日日
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安芸高田市家庭教育フォーラム
(甲田文化センターミューズ)
保田隆さんのトーク＆ライブ 『夢

に向かって１日１ミリ』､ シンポジ
ウム 『家庭教育力を高め､ 地域全体
で子どもを育むには』 を聴講し､ 教
育の大切さを噛みしめました｡

ホ
ッ
ト
な
話
題

秋
は
行
事
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
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や
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が
あ
る
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ら
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そ
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催
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る
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ば
か
り
で
す
。

今
月
は
、
数
多
く
紹
介
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。

と
て
も
全
部
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
の
で
、

漏
れ
て
し
ま
っ
た
方
ご
容
赦
を
。

美土里こども神楽大会
(神楽門前湯治村)

地域の貴重な財産“神楽”｡ これ
からを支えるのは､“こども神楽”
の子どもたち｡ みんな､ 厳しい練習
を積んでいます｡ 魅せるコツも掴み､
技に磨きをかけ､ 将来､ 名人が生ま
れることでしょう｡

安芸高田ウインドアン
サンブル定期演奏会
(高宮田園パラッツォ)
自然と身体を揺すってしまう｡ 吉
田中学校・吉田高等学校吹奏楽部の
演奏も､ 堂々としたものです｡ そし
てウインドアンサンブルは､ 楽しい
音楽パフォーマンスで､ 会場の心を
鷲掴みしました｡

吉田・向原小学校
ハンドボール教室
(吉田小学校・向原小学校)
湧永製薬の選手はやっぱり凄い｡
教えを受ける児童は一語一語を熱心
に聞き入ります｡ 実戦形式の指導で
は選手と一緒に汗を流すなど､ ハン
ドボールの楽しさを満喫した日にな
りました｡

 第６回安芸高田ウインド
アンサンブル定期演奏会

 近郡市バレーボール大会

 郷野敬老会

９９月月1188日日

 第35回日本リーグ安芸高田大
会 湧永製薬VSトヨタ車体

 安芸高田市家庭教育フォーラム

 安芸高田市小学生ハンド
ボール大会

1199日日

 可愛敬老会

 川根敬老会

 第12回美土里子ども神楽
大会

2211日日

 ハンドボール教室
(吉田小・向原小)

2200日日

 交通安全テント村
(甲田・向原)

 図書館・拡大読書器寄贈

2233日日

 第46回高田スター式駅伝
競走大会

 第26回安芸高田市スポー
ツ少年団大会

2222日日

第35回日本ハンドボールリーグ
及び第６回湧永レオリック杯
小学生ハンドボール大会
中国４県を代表する小学生の強豪
チームが集まり､ 激突｡ 男子は､ 甲
田チームが実力を発揮し､ 優勝しま
した｡ また､ 見ごたえのある湧永レ
オリックの日本リーグ公式戦も開催
され､ 29対28で勝利しました｡
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第30回吉田町民マラソン大会
(吉田運動公園)

幼児・小学生から60歳以上の方ま
で約200人が参加｡ 小学生の２キロ
など､ 各種目に分かれて１～５キロ
のコースを走りました｡ 負けたくな
いと必死な子や苦しそうな子など様 ｡々
｢ガンバレ｣ と声援が飛びました｡

ランドクルーザーズミーティング (テージャスランチ)
ランドクルーザーをご存知ですか？これは､ トヨタ製の車の名前です｡ 普通の乗用車とは違って､

凸凹道や急斜面､ 場合によっては川も走行できるように工夫された車です｡
この頼もしく力強い独特の雰囲気に魅せられて､ 全国各地に根強いファンがいます｡
甲田町上甲立にある ｢テージャスランチ｣ では､ 悪路を走ることができるコースがあることから､

全国的な大会が開かれました｡ 鹿児島､ 香川､ 岡山､ 大阪など全国から自慢のランドクルーザーが集
まりました｡ 新しいものから､ かなり古い年代ものまで､ 悪路を走るために車高をあげたものやタイ
ヤを大きくしたもの､ 水の中でも走れるように改造したものなど200台を超える車が集まりました｡
市も特産品の販売やバザーを行い､ 市のＰＲをおこないました｡
参加者の中には家族連れや子どもも多く､ 会場にテントを張ってキャンプを楽しんでいました｡

 歯科保健指導
(向原中学校)

７７日日

 第13回病院祭・第21回のぞみ祭

 第38回高宮神楽まつり

 孫と走ろう会

 安芸高田市高齢者防犯・福祉大会

９９日日1111日日

 第30回吉田町民
マラソン大会

 横田の里 ｢長寿祝賀会｣

 湧永満之記念庭園第２回フォトコンテスト

 第22回甲田わいわい祭・第42回甲田町商工祭

 ランドクルーザーズミーティング

 敬老会・第8回生桑ふれあい祭

 船木振興会敬老会

1100日日

安芸高田市
高齢者防犯・福祉大会
(クリスタルアージョ)
｢手口が巧妙です｡ 高齢者を狙う悪
質商法には気をつけてください｡｣
防犯を呼びかける講演に続き､ 警察
音楽隊の演奏､ 落語家の桂小春團治
さんの講演と盛りだくさんでした｡

甲田わいわい祭＆
こうだ商工祭

(甲田文化センターミューズ前広場)
各振興会が趣向を凝らした仮装で
盛り上げます｡ 甲田のお祭りは､ 至
る所に郷土愛が溢れています｡ 各種
出店､ 小中学生の伝統芸能披露､ 梨
の皮むきと､ 地元ならではぬくもり
に満ちたお祭りでした｡
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交通安全テント村
(国道54号線､ 入江)

ドライバーのみなさんに交通安全
を呼びかけました｡ 郷野小学校児童
の吹奏楽も安全運転を促します｡ ド
ライバーに直接手渡される品物の中
には梨も入っていました｡ ｢交通違
反は､ もうナシよ｣

孫と走ろう会
(高宮高校体育館)

高宮高校生徒と地域の方といっしょ
に競技を行いました｡ 高校が来春廃
校になるため､ 33回の歴史も今回が
最後になります｡ お年寄りも走る競
技ではかないませんが､ 縄をなわさ
せれば､ まだまだ負けません｡

吉田幼稚園運動会
(吉田幼稚園)

秋は市内あちこちの保育所 (園) ・
幼稚園で運動会の季節です｡ お父さ
ん・お母さんと離れて共同生活をし
てきたわが子の成長を感じる日でも
あります｡ 当の園児たちも､ もちろ
んうれしそう｡

銭太鼓・広島県決勝大会
(けんみん文化祭) 開催
(クリスタルアージョ)
県民文化祭のうち､ 銭太鼓・芸能
の分野の決勝大会が開かれ､ 各地を
代表する優秀団体が技を競い合いま
した｡“失敗できない！”｡ 出演者の
緊張が会場内にも伝わり､ 緊迫した
雰囲気がありました｡

 甲立小学校 ｢かがやき｣
発見Day

3300日日

 新公共交通システム出発式
※関連記事２､ ３ページ

 男女共同参画セミナー

 交通安全テント村 (吉田)

1100月月１１日日

 戸島地域親善スポーツ大会

 郡山城跡めぐりと清掃活動

 第28回少年野球向原大会

３３日日

 吉田幼稚園運動会

 けんみん文化祭ひろしま
(芸能・銭太鼓の祭典)

 第27回 ｢ひろしま国体｣
記念ゲートボール大会

 歯科保健指導
(吉田中学校)

※関連記事11ページ

６６日日

 人権啓発連続講座

５５日日

高宮神楽発表会
(高宮ハーモニー広場)
稲の収穫も終わり､ 秋祭りには皆
さん楽しみにしている神楽がありま
す｡ 高宮町の６神楽団と邑南町の神
楽団が出演して､ 神楽大会が行われ
ました｡ 舞う人も観客も近所で顔見
知りという人も多く､ どこか和やか
な雰囲気でした｡

甲立小
かがやき発見Day

(甲立小学校)
図書委員会が本を紹介する読書ま

つり｡ 全校生徒で練習した 『宍戸の
里』 の詩の群読｡ みんな一生懸命で､
自分の中に輝きを発見しました｡
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

メイプル賞は､ 大きな全国大会の優
勝者に贈られる賞で､ 岡崎遥海さん
(吉田小６年) がＢ＆Ｇ全国少年少女
カヌー大会優勝に対して送られました｡
受賞後も活躍は続き､ 東京で開催さ
れた日本カヌースラロームジュニア選
手権大会のスラロームジュニア女子Ｋ-
1の部に出場され５位の成績でした｡
高校生以下が出場する大会で､ 小学生
での出場は岡崎さんひとりでした｡

                 
第65回国民体育大会 (千葉国体)
アーチェーリー競技
団体の部 広島県チーム６位

       

柔道
団体の部
三ツ矢柔道スポーツ少年団
個人 (小学２～４年生) の部
入江智也 (吉田)
個人 (小学５～６年生) の部
岸野海輝 (吉田)

バレーボール
三矢クラブ (吉田)

バドミントン
１部 小桜翔・大田辰也 (吉田)
２部 常光祐樹・山崎加代 (吉田)
３部 上田敏之・大下巴 (美土里)

ソフトボール
八千代

ソフトバレーボール
小学生の部 ひまわり (吉田)
クィーンの部 火曜会C (吉田)
混成の部 郷野A (吉田)

空手道
(組手団体戦)
小学生の部 甲田空手道
中学生の部 吉田空手道A
(組手個人戦男子)
小学１～２年生の部 富士原悠了

(甲田)
小学３～４年生の部 伊藤璃紅

(吉田)
小学５～６年生の部 藤原大陸

(甲田)

中学生の部 坂口元太 (吉田)
(組手個人戦女子)
小学１～３年生の部 浅井咲香

(甲田)
小学４～６年生の部 浅井風香

(甲田)

剣道
団体戦
小学生の部 一心館A
中学生の部
美土里剣道スポーツ少年団
一般の部 甲田地区体協A
(個人戦男子)
小学４年生以下の部 桑岡大輔

(高宮春風館)
小学５～６年生の部 井上椋太

(一心館)
中学１年生の部 山根信久

(一心館)
中学２～３年生の部 金長幸希

(甲田中学校)
(個人戦)
小学４年生以下の部 深見響
(甲田剣道スポーツ少年団)

小学５～６年生の部 平川結衣
(甲田剣道スポーツ少年団)

中学１年生の部 下杉綾奈
(美土里剣道スポーツ少年団)
中学２～３年生の部 折田沙織
(美土里剣道スポーツ少年団)
一般男子の部 田中道俊

(春霜会)
一般女子の部 桑岡明美

(春霜会)

インディアカ
あじさい (地区混成)

ビーチバレーボール
Beach HiPS B (地区混成)

卓球
団体硬式の部
水口好人・合原秀昭 (八千代)
団体ラージボールの部
丸中盛久 (甲田) ・
尾田エミ子 (吉田)
個人硬式男子の部
稲垣和博 (吉田)
個人硬式女子の部
笹長明日香 (吉田)
個人ラージボール男子の部
清水武則 (吉田)
個人ラージボール女子の部
上岡久美子 (甲田)

ソフトテニス
団体の部
吉田町
個人男子の部
中井・中井 (甲田)
個人女子の部
早瀬・石原 (八千代)

グラウンド・ゴルフ
個人男子の部
渡眞須美 (吉田)
個人女子の部
冨吉ミツエ (吉田)

                         

井上聖玲奈さん (吉田高)

急流でも､ 巧みに操ります
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第65回国民体育大会
アーチェリー少年女子
井上 聖玲奈 (吉田高等学校)

サッカー 少年男子
吉田高等学校 (サンフレッチェ広島ユース)
(中村公治・浅野間勝仁・脇本晃成・水田健・平田惇・
末廣浩暉・野津田岳人・西嶋有矢・有賀陽平・
難波祥平・藤村遼太郎・大谷真史)

ハンドボール 成年男子
湧永製薬株式会社
(山口修・山中基・志水孝行・谷村遼太・木村雅俊・
坂本伸博・福田大樹・樋口 睦・新 建二・
今井昭仁・松村昌幸・古家雅之・東長濱秀作)

ねんりんぴっく石川2010
ゲートボール交流大会
甲田寿
(河本和昌・大柿清三・岡山秀行・兼安誠三・
藤川孝志・堰楽榮・今井ヲスエ・兼安勝子)

第10回全国障害者スポーツ大会ゆめ半島千葉大会
フライングディスク 男子
千葉 元以 (清風会)
フライングディスク 女子
寄貞くるみ (清風会)
ボウリング 男子
井野 茂 (清風会)
陸上 女子
今田真智子 (清風会)

第61回日本学校農業クラブ全国大会
平板測量技術会
末光 隼人 (吉田高等学校)
土井龍之介 (吉田高等学校)
中島美都夫 (吉田高等学校)

第23回全国スポーツ・レクリエーション祭
ラージボール卓球
矢野 行雄 (みつやの里スポーツクラブ)

第59回全国青年大会
バレーボール男子
吉高クラブ
(藤井道理・隅原聡・迫永秀雄・岩崎英法・岸田純一・
武岡義和・国司武則)

                 

自
助
を
育
む
地
域
の
祭
り

安
芸
高
田
市
に
は
、
合
併
前
か
ら

伝
統
的
な
お
祭
り
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

地
域
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
・
風
土
・

自
然
環
境
を
主
体
と
し
た
沢
山
の
祭

り
が
有
り
ま
す
が
、
地
域
を
代
表
す

る
祭
り
と
し
て
、
吉
田
町
の

｢

一
心

祭
り｣

八
千
代
町
の｢

お
よ
り
ん
祭｣

美
土
里
町
の

｢

米
舞
祭
り｣

高
宮
町

の

｢

大
地
の
祭
り｣

甲
田
町
の

｢

わ

い
わ
い
祭
り｣

向
原
町
の

｢

き
て
み

ん
祭

(

さ
い)｣

が
あ
り
ま
す
。
私

も
機
会
が
有
る
ご
と
に
参
加
さ
せ
て

頂
い
て
居
り
ま
す
が
、
ど
の
地
域
の

祭
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
風
土
や

特
性
を
考
慮
し
た
味
わ
い
の
あ
る
素

晴
ら
し
い
祭
り
で
有
り
ま
す
。

祭
り
が
近
づ
く
と
、
地
域
の
人
が

生
き
生
き
と
し
て
来
ま
す
。
祭
り
を

成
功
さ
す
た
め
に
、
大
人
・
子
供
を

問
わ
ず
、
祭
り
の
舞
台
装
置
・
演
目
・

広
報
案
内
等
の
準
備
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
特
技
を
生
か
し
た
役
割
分
担
が
な

さ
れ
、
集
落
を
挙
げ
て
の
行
事
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
各
家
庭
に
お
い
て

は
、
年
賀
状
等
の
文
面
で
地
域
を
離

れ
た
親
戚
・
友
人
・
知
人
へ
の
便
り

に
、｢

祭
り
に
は
帰
っ
て
来
い
よ｣

と
い
う
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
居
ま
す
。

皆
が
、
古
里
を
意
識
し
、
望
郷
を
思

い
懐
か
し
む
時
期
で
あ
り
ま
す
。
何

回
も
何
回
も
会
議
を
し
、
祭
り
の
成

功
に
集
落
を
挙
げ
て
、
皆
が
力
を
合

わ
せ
て
、
取
り
組
み
ま
す
。
祭
り
が

成
功
し
て
の
反
省
会
も
大
変
熱
が
入

り
、｢

来
年
も
頑
張
ろ
う｣

と
こ
ぶ

し
を
あ
げ
気
勢
が
上
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
行
政
は
市
民
の
皆
様

と
一
体
と
な
り
、
一
緒
に
考
え
て
行

く
事
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
市
民
に

よ
る

｢

自
助｣

｢

共
助｣

｢

公
助｣

の

役
割
分
担
が
必
要
と
さ
れ
て
居
り
ま

す
。
中
で
も

｢

自
助｣

の
部
分
が
大

変
重
要
と
な
り
ま
す
。
祭
り
は
、
自

分
の
地
域
の
固
有
の
行
事
と
し
て
、

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
た

｢

自
助｣

を
育
む
大
切
な
行
為
で
有
り
ま
す
。

大
切
に
伝
承
し
、
支
援
を
し
て
行
く

こ
と
が
、
大
切
と
考
え
ま
す
。

    

  

   

ワイド版
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日

(

火)

か
ら
11
月
15
日

(

月)

の
日
程
で
全
国
一
斉
に
火
災
予

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
の
で
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

平
成
22
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

第
５
回
安
芸
高
田
市

自
衛
消
防
隊
消
防
競
技
大
会
結
果

10
月
15
日(

金)

に
開
催
さ
れ
た
自
衛

消
防
競
技
大
会
で
は
、
市
内
25
事
業
所
、

41
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
初
期
消
火
技
術

を
競
い
ま
し
た
。

入
賞
事
業
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
消
火
器
男
子
の
部

優

勝

株
式
会
社

ミ
ド
リ

準
優
勝

広
島
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
㈱

八
千
代
セ
ン
タ
ー

３

位

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
高
美
園

■
消
火
器
女
子
の
部

優

勝

湧
永
製
薬
株
式
会
社

広
島
事
業
所

準
優
勝

社
会
福
祉
法
人

ち
と
せ
会
か
が
や
き

３

位

安
芸
高
田
市
役
所

■
屋
内
消
火
栓
の
部

優

勝

株
式
会
社
神
楽
門
前
湯
治
村

準
優
勝

湧
永
製
薬
株
式
会
社

広
島
事
業
所

３

位

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院

第
５
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
紹
介

安
芸
高
田
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に

募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
が
９

月
21
日
に
行
わ
れ
、
10
月
２
日
に
消
防

本
部
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
応

募
数
８
４
９
点
か
ら
最
優
秀
賞
６
点
、

優
秀
賞
17
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
市
内
各
所
を
巡
回
展
示

し
て
防
火
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ま
た
、

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
展
示
場
所
・
期
間

・
甲
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ル
パ

10
月
26
日(

火)

〜
11
月
２
日(

火)

・
Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院

11
月
２
日(

火)

〜
11
月
９
日(

火)

・
イ
ズ
ミ
吉
田
店

11
月
９
日(

火)

〜
11
月
16
日(

火)

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
最
優
秀
賞

１
年
生

宮
村
あ
や
の
さ
ん

吉
田
小
学
校

２
年
生

沖
田

茉
優
さ
ん

小
田
小
学
校

３
年
生

大
上

稀
一
さ
ん

根
野
小
学
校

４
年
生

佐
々
木
こ
こ
ろ
さ
ん

美
土
里
小
学
校

５
年
生

石
橋

佑
斗
さ
ん

根
野
小
学
校

６
年
生

要
田

恒
希
さ
ん

吉
田
小
学
校

■
優
秀
賞

吉
田
小
学
校

要
田

朋
哉
さ
ん

高
柴

朱
花
さ
ん

可
愛
小
学
校

三
上

隼
世
さ
ん

児
玉

菜
緒
さ
ん

郷
野
小
学
校

宮
 
佳
乃
子
さ
ん

刈
田
小
学
校

山
崎

桃
花
さ
ん

根
野
小
学
校

神
根

尚
子
さ
ん

美
土
里
小
学
校

立
川

大
貴
さ
ん

田
中

瑠
美
さ
ん

川
根
小
学
校

青
木

友
佳
さ
ん

来
原
小
学
校

岡
田
侑
理
愛
さ
ん

船
佐
小
学
校

河
野

華
鈴
さ
ん

甲
立
小
学
校

中
川

瑞
紀
さ
ん

小
田
小
学
校

山
野
本
梨
花
さ
ん

小
田
東
小
学
校

立
川
虎
太
郎
さ
ん

向
原
小
学
校

的
場

風
果
さ
ん

丸
岡

輝
さ
ん

1件

116件

1件

3件

火 災

救 急

救 助

そ の 他

９月

(20件)

(1,007件)

(16件)

(25件)
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
11月５日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター ●育児相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成22年７
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成20年５
月生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

11月８日(月)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

11月９日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

11月12日(金)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

11月16日(火)
10:00～11:30

(八千代)
人権福祉センター

11月24日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

11月26日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
11月15日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

児童福祉司
児童心理司

要予約 (予約先：社
会福祉課℡42-5615)

11月17日(水)
10:00～15:00

(高宮)
基幹集落センター 心理相談員 要予約 (予約先：保

健医療課℡42-5619))

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

11月19日(金)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳６か
月児

(吉田)
中央保健
センター
３階

11月12日
～

11月18日

★お口の発達にあっ
た離乳食をすすめ
よう！
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【乳幼児健康教室】

※心の発達や言葉､ 子育てについて相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 (℡42－5619) へお申込くだ
さい｡

図書館でのおはなし会

●甲田図書館かみしばい会／
読み聞かせとかんたん工作
日11月６日 (土) 10：30～
場ミューズ ２階研修室

●高宮図書館おはなしタイム／
リニューアル関連スペシャル企画
日11月13日 (土) 10：30～
場田園パラッツォ 館内

●中央図書館おはなし会 (対象：０歳から４歳児) ／
読み聞かせ
日11月18日 (木)
10：30～ (０歳から２歳児対象)
11：00～ (３歳から４歳児対象)

場クリスタルアージョ 研修室203
●八千代図書館おはなし会／
読み聞かせと手遊び・折り紙
日11月20日 (土) 11：15～
場八千代人権福祉センター 研修室

●中央図書館絵本と紙芝居のおはなし会 (対象：５歳児から) ／
読み聞かせ
日11月27日 (土) 14：00～
場中央図書館 和室

日本脳炎の予防接種が
接種可能になりました｡

日本脳炎の定期予防接種について､ 平成17年５月30日

から厚生労働省からの勧告により､ 接種の積極的勧奨を

控えていました｡

新ワクチンの承認がされてから､ 平成22年４月１日よ

り第１期の接種勧奨が再開されました｡ 今年度について

は､ 国の方針により３歳児に対する積極的な勧奨を行い

ますが､ この年齢以外でも予防接種の対象年齢であるお

子さんと､ 第１期の接種を逃したお子さん [９歳～13歳

未満]､ 第2期の接種を受けていないお子さん [９歳～13

歳未満] も接種が可能となりました｡

希望される方は､ 安芸高田市保健医療課または支所窓

口で､ 接種券の申請をしてください｡ また､ 旧ワクチン

接種券をお持ちの方で希望される方も､ 新ワクチン接種

券と差し替えますので､ 申請をしてください｡ (申請時

には母子手帳をご持参ください｡)

●日本脳炎定期予防接種の接種年齢

(平成22年４月１日から)

＊今年度３歳になるお子さんには､ 接種券を送っており

ます｡

●日本脳炎定期予防接種の特例

問い合わせ先：安芸高田市保健医療課

℡４２－５６１９ 有線２６０５－０１

標準的な接種年齢と接種回数 接種対象年齢

１期

初回 ３歳中に６～28日の
間隔で２回

生後６か月～90か
月未満

追加
４歳中に１回
(初回接種終了後お
おむね１年後)

２期 １期終了後１回接種 ９歳～13歳未満

未接種回数 接種間隔と回数 接種対象年齢
１期初回１回目
から未接種
(３回未接種)

６日～28日の間隔で２回
接種後､ 概ね１年経過し
た時期に追加接種をする｡

９歳～
13歳未満

１期初回２回目
から未接種
(２回未接種)

６日～２８日の間隔で２
回接種｡ 既に接種済みの
１回と今回の接種間隔は､
６日以上間隔をおく｡

１期追加未接種
(１回未接種)

１回接種｡ 既に接種済み
の２回と今回の接種間隔
は､ ６日以上間隔をおく｡

子育て支援センター

クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向け
のオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽

にご利用下さい｡ 子どもたちと遊びながら､ おしゃべりを
して､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：15

【子育て交流会】
■持ってくるもの：お茶, タオル, 着替え

※ 活動時間が約１時間程度なので､ 終了時間が前後する
ことがあります｡
■お問い合わせ 子育て支援センター (ＴＥＬ ４７－１２８３)

【子育て相談】
子育て支援センターでは､ 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応
じています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
〈電話での相談も受け付けています｡〉
■受付時間 月曜～金曜日 ８：30～17：15

℡47-1283

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡

22

と き と こ ろ 内 容
11月11日 (木)
10：00～11：00

クリスタルアージョ
小ホール

親子体操
＊０～４歳児対象

11月25日 (木)
10：00～11：00

クリスタルアージョ
研修室203

一緒に遊ぼう
＊２～３歳児対象

月日･受付時間 対 象 会 場

11月11日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H19年５月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

11月18日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H21年４月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

11月25日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H22年１月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
●持って来るもの お茶・タオル・着替え

日 時 保育所・幼稚園名 内 容
11月１日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

11月２日 (火)
9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

11月４日 (木)
9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

11月５日 (金)
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放

11月８日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

11月９日 (火)
9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

11月10日 (水)
10：00～11：30 甲立保育所 人 形 劇

11月10日 (水)
9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

11月11日 (木)
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

11月11日 (木)
10：00～11：30 ひまわり保育所 園 庭 開 放

11月12日 (金)
10：00～11：30 吉田幼稚園 お 楽 し み 会

11月12日 (金)
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園庭開放・なかよし広場

11月15日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

11月16日 (火)
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

11月18日 (木)
9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

11月24日 (水)
9：30～11：30 入江保育園 体 験 入 園

11月25日 (木)
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

11月29日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

吉田保育所は11月中にふれあいコンサートを予定しています｡
詳しくは保育所にお問い合わせください｡
吉田保育所 ℡ ４２－０６６２
※◆次の保育園は､ 随時園庭開放を行っております｡ 行事の
都合がありますので､ 保育園にお問い合わせください｡
刈田保育園 ℡ ５２－２０９９
八千代南保育園 ℡ ５２－３０４８
可愛保育園 ℡ ４３－１７７６

(深瀬ひょっとこ踊り)
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たかみや湯の森
温泉ウォーキングプール健康教室
水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことが
でき､ 普段使わない筋肉の回復や維持､ 増進を図ることがで
きます｡
肩こり・腰痛・膝痛の軽減､ 予防コース (午前)
【甲田・向原地域の方対象】
日 １月17日～２月28日 毎週月曜日
【吉田・八千代地域の方対象】
日 １月20日～３月３日 毎週木曜日
【高宮・美土里地域の方対象】
日 １月14日～３月４日 毎週金曜日
○いずれも10：00～11：00 ７回コース
※希望者には無料で送迎があります｡
※定員に余裕があれば対象地域以外からも参加できます｡ た
だし､ 送迎はありません｡

体脂肪燃焼コース (夜)
【市内全域対象】
日 １月20日～３月３日 毎週木曜日
19：00～20：00 ７回コース

＜申込期間＞ 11月11日 (木) ～12月15日 (水)
＜と こ ろ＞ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール
＜定 員＞ 17名 (定員になり次第締切)
＜参 加 費＞ 2,100円

※プール利用料１回につき500円は別料金
＜申 込 先＞ たかみや湯の森 ℡59-0059

           

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

断酒会

広島断酒会ふたば会 中田克宣
 090-4802-1865
※詳しい内容はお問合せください｡

日 11月３日 (水) 13：30～15：30
11月12日 (金) 19：00～21：00
11月29日 (月) 19：00～21：00

場 吉田人権会館ハートプラザよしだ

        
安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課 栄養士

今月の食材は豆乳です｡
豆乳の原料である大豆は畑の肉
とよばれる良質なたんぱく質です｡
豆乳は豆腐を作る時にできる大豆
の搾り汁です｡
豆乳に含まれる大豆イソフラボ
ンには､ 女性ホルモンと似た働き

をするとして更年期障害の症状の軽減や骨祖しょう症の
予防になります｡ また豆乳には､ コレステロールの低下
作用や便秘の改善にも役立つとされています｡
今回は､ 安芸高田市食生活改善推進協議会高宮支部が､
豆乳を使ったメニューを紹介します｡ 豆乳が苦手な人で
もおいしいメニューです｡ ぜひ作ってみてください｡

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課 栄養士
にお問い合わせください｡
 ４２－５６１９

♪材 料 ４人分♪

・調整豆乳 400㏄

・片栗粉 大さじ６

・メープルシロップ (ハチミツなどでもよい) 適量

♪つくり方♪

① 豆乳・片栗粉を鍋に入れてかたまりがなくなるま

で混ぜる｡

② ①を火にかけ､ 中火で固まり始めるまで木べらで

混ぜ続ける｡ 固まり始めたら弱火にして３分くらい

混ぜ続ける｡ (固まりだすと早いので混ぜ続けるこ

とがポイント！)

③ 火からおろし､ 水を入れたボ

ウルに入れ適当な大きさにちぎ

る｡ (真ん中が熱いので､ キッ

チンバサミでカットしてもよい)

④ 器に入れて上からメープルシ

ロップをかけてでき上がり｡

………

………

…

とろ～り豆乳もち

こころといのちを考えるシンポジウム
日 12月５日 (日) 13：30～ 開演
場 クリスタルアージョ 大ホール
・基調講演：

｢つながりを求めて
～いのちとこころを支えるまちづくり～｣
埼玉精神神経センター 藤本佳史 医師
・シンポジウム

自殺は個人の問題ではなく､ 社会的に追
い詰められた末の死です｡ 市民一人ひとり
が身近な問題としてとらえ､ 地域全体で
｢生きる支援｣ として､ 誰もが生
きやすく､ お互いをささえあえる
地域づくりのために何をすべきか
を考えてみませんか｡
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安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険

で
は
、
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど
で

診
察
を
受
け
ら
れ
た
と
き
、
２

ヶ
月
に
一
度

｢

医
療
費
の
お
知

ら
せ

(

医
療
費
通
知)｣

を
発

行
し
て
い
ま
す
。

こ
の｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

に
は
、
診
察
を
受
け
た
際
の
受

診
年
月
・
医
療
機
関
名
・
受
診

者
名
・
入
院
・
外
来
の
別
・
医

科
・
歯
科
等
の
別
・
日
数
・
医

療
費
の
額

(

10
割
分)

が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日

頃
の
健
康
や
医
療
の
適
正
な
受

診
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
医
療
費
の
額

(

10
割)

の
通
知
を
す
る
も
の

で
す
。

｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

に

記
載
さ
れ
て
い
る
医
療
費
の
額

(

10
割)

に
自
己
負
担
割
合

(

３
割
な
ど)

を
乗
じ
た
金
額

が
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で

支
払
っ
た
保
険
適
用
分
の
金
額

よ
り
も
少
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
は
、
医
療
機
関
な
ど
が

保
険
者

(

安
芸
高
田
市)

へ
医

療
費
を
請
求
す
る
た
め
に
診
療

報
酬
明
細
書

(

レ
セ
プ
ト)

を

提
出
す
る
際
、
レ
セ
プ
ト
点
検

を
委
託
し
て
い
る
審
査
機
関

｢

広
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会｣

に
よ
っ
て
診
療
や
投

薬
が
過
剰
で
あ
る
と
査
定
さ
れ
、

請
求
で
き
る
医
療
費
が
減
額
さ

れ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

医
療
費
の
額

(

10
割)

に
自

己
負
担
割
合

(
３
割
な
ど)

を

乗
じ
た
金
額
と
実
際
に
窓
口
で

支
払
っ
た
金
額
に
差
が
生
じ
て

い
る
場
合
は
、
医
療
費
が
減
額

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

該
当
す
る
医
療
機
関
な
ど
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

が

届
き
ま
し
た
ら
、
そ
の
記
載
内

容
を
実
際
の
受
診
状
況
と
領
収

書
な
ど
で
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
内
容
に
疑
問
が
あ
る
場

合
は
、
保
健
医
療
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

病
院
へ
行
っ
た
ら
領
収
書

を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
か
ら
の
診
療
報
酬

明
細
書

(

レ
セ
プ
ト)

は
、
２

〜
３
ヶ
月
後
に
安
芸
高
田
市
国

民
健
康
保
険
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届
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ま
す
。

そ
の
た
め

｢

医
療
費
の
お
知

ら
せ｣

が
お
手
元
に
届
く
の
は
、

３
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
後
に
な

り
ま
す
。

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
時
は
、

必
ず
明
細
の
明
ら
か
な
領
収
書

を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

は
、

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
際
に
正
式
な
証
明
書

類
と
し
て
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
領
収
書
を
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

問

保
健
医
療
課

 

４
２－

５
６
１
９

健
康
あ
き
た
か
た
21
の

｢

運
動｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
！
こ
ま
め
に
体
を
動
か
そ
う
！

今
回
は
吉
田
町

｢

い
き
い
き
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ｣

を
紹
介
し
ま

す
。｢

い
き
い
き
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ｣

は
吉
田
地
区
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ム
と
い
う
介
護
予
防
の
団
体
に
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
い
き
い

き
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
で
は
、
65
才
以
上
の
約
80
名
の
会
員
と
30
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
３
班
に
分
か
れ
て
毎
月
１
回
の
ふ
れ
あ
い
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
同
好
の
会
員
が
民
謡
ク
ラ
ブ
と
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
作

り
、
定
例
会
と
は
別
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
、
初
め
は
た
か
み
や
湯
の
森
の
プ
ー
ル
で

月
に
１
回
だ
け
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
近
く
に
吉
田
温
水
プ
ー
ル
が
で
き

て
か
ら
は
、
社
協
の
車
を
お
借
り
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
運
転
で
毎
週
金
曜

日
の
午
後
に
通
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
68
才
か
ら
90
才
ま
で
の
12
名
で

す

(

写
真
に
は
最
高
齢
の
方
が
欠
席
さ
れ
た
た
め
写
っ
て
お
ら
れ
な
い
の
が

残
念
で
す)

。

腰
や
膝
の
痛
む
人
、
医
者
か
ら
勧

め
ら
れ
た
人
、
地
上
で
は
歩
き
に
く

い
人
も
水
中
で
は
体
重
が
１
／
10
に

な
る
の
で
楽
々
と
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
、
40

分
、
50
分
、
60
分
と
自
由
に
歩
い
て
、

最
後
に
ジ
ャ
ク
ジ
ー
で
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
手
術
後
な

ど
で
水
中
に
入
れ
な
く
な
っ
た
人
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
い
ろ
い
ろ
な
マ

シ
ー
ン
を
使
用
し
て
筋
力
を
つ
け
て

い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
全
員
、
足
が
弱
っ
て
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
筋
力
を

つ
け
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
!!

 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 

｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

平成22年７月診療分
１人当たり費用額 (単位：円)

安芸高田市 県平均 県内順位

一 般 24,441 23,380 14

退職本人 24,480 28,633 17

退職扶養 28,924 22,081 8

全被保険者 24,561 23,648 14

(※県内順位……県内23市町で１人当たり費用額が高い順)

国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
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